
 IVUSスタック（TERUMO）の症例 
  症例は LAD Seg6-b～7にかけての long lesionに対する PCI。６F TRI。
Preでの IVUSでは全周性の石灰化を認めた。Cypher2.5×18を over lapさせ
2 本留置した。留置後に IVUS にて確認しようとしたところ over lap 部にて
IVUSがスタックしてしまった。 
  
 ディスカッションにて出た対策 
・ スネアにて回収を試みる 
・ double wireを試みる 
・ 7・8Frにガイディングカテを変更してバルーンにて拡張を試みる 

 
実際に行った対策 
・ femoral approachにて７Fガイディングカテを挿入。バルーンにて拡張を行
った。 

 
予防 
・ ステント留置後に over lap部を高圧にて追加拡張を行う。 
・ IVUSを抜く際にイメージングコアを先端まで戻し抜去する。 
・ イメージングコアを回転さながら抜去する。 
 
などがディスカッションされました。 
 
 
 
 
 
 
 
 


